
7月10日、市議会議場で、女性議会が聞かれました。

これは、市制施行80周年を記念して、女性の市政への参画をいっそう進めたいと

開催されたもの。『女性の視点から見たこれからのまち上田~男女共同参画社会をめ

ざして""~をテーマに、教育・福祉・環境問題・女性政策など、市政について質問・

提言をし、市の答弁を求めました。

公募と団体推薦により構成された女性一日議員32名は、この日の議会に向けて、

2月から事前学習会を開催。市政や市議会のことについて学んできました。

この日は、姉妹都市である上越市から22名が傍聴に訪れ、昼食をとりながら交流

会も聞かれました。

今回の女性議会を通じて、市政に、市議会に、そして女性の社会参画に、今後ま

すます大きな関心が持たれることでしょう。

A一日議長 A議場風票

ド許、

A傍聴席も満席 A熱心にメモをとる
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-上田市役所(固@4100)

聞 (困@4100)
-市政提言電話(固@2539)
-市政提言FAX(悶@5111)

U ・市長へのC電it子y.uメeール
mayor@city.ueda.nagano.jp 

3惨
-インターネット上田市のホームページ

URL http://www.city.ueda.nagano.jpj 

.データ(7月1日現在)
人 口 122，631人(+66)

男 60，192人(+7) 

女 62，439人(+59)

世帯 44，249 (+48) 

外国人登録者数 2，925人(+43)

男 1，553人(+23)

女 1，372人(+20)



④世帯の状況

⑥主な介護者

ア)性別

. 男生 ¥ ・30.9%¥

⑤今後介護を受けたい場所

無回答1.8%
.高齢者本人だけの単身世帯

口高齢者本人とその配偶者のみ

の世帯

口 上記以外で家族全員が高齢者

の世帯

口 その他の世帯(高齢者以外の者

との同居世帯)

口 無回答

イ)続柄

宅
拐
在
枇

ウ)年齢

30~40歳未満

※性別では、女性が約 7割を占めています。

※続柄は、「配偶者」、「子どもの配偶者」、「子ども」の順になっています。

※年齢別では、 150，.....，60歳未満」の階層が一番多くなっていますO また、 60歳以上の介護者が43.1%となっています。

!>要援護高齢者需要調査(施設)

①日常生活動作の状況
40.0% 15.7% 

18.3% 
行

事

歩

食

麹臨画韓圃麟醐酬醐輪銅 やや時間がかかっ

ても、介助なしに

一人でできる
0.0% 

λ 口一部介助を必要と
v ー する

0.3% 口全面的に介助を必

要とする

似 国 無回答

43.1% 

67.9% 

38.6% 22.6% 38.8% 

排せつ 調鴎総額溜越縁描脇縫組踊譜協賛綬到

入浴

40.3% 44.9% 

40.7% 28.1% 31.2% 

30.5% 

着替え

身だしなみ 麗彊掴蝿輔麗傍髭緩蕗齢婚訴蝉機縁縫覇
37.6% 40.0% 

38.6% 

意志の疎通 輔櫨範擁韻揺醐輔楢醐瞳臨l

O 20 40 60 80 

※食事を除く全ての項目で、何らかの介助を必要とする高齢者が半数以上を占め

ています。

②寝たきり、痴ほう、虚弱の状態が生じてからの期間

100 

O 20 40 60 80 

③今後介護を受けたい場所
その他 1.0%

養護老人ホーム
13.1% 

※「在宅」が 3割、「施設」が約

7割となっており、施設で

は「特別養護老人ホーム」、

「養護老人ホーム」を希望

する人が多くなっていますO

100 

※3年以上と回答した人が47.1%で、在宅と比べても高い比率となっ

ています。また、 10年以上とした人も約 l割し、ました。

注 1)在宅の要援護高齢者全体の傾向がつかめるよう、高齢者一般調査から再調査となった人の回答は、抽出率で除した

推計値で割合を計算してあります。

注 2)統計表中、内訳の比率の合計が100%とならない場合がありますが、これは数字の単位未満について四捨五入した

ためです0

・問い合わせ

じ〉介護保険課介護保険担当 固⑫6246・E-mail: kaigohoken@city.ueda.nagano.jp [>テレホンガイドうえだ
関連情報固⑫88 8 8コード、No.42 0 [>ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/kaigohoken/index.html

また、点字パンフレ ットをご希望のかたは、介護保険課までご連絡ください。
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高齢者実態調査結果の概要
平成12年4月からスタートする介護保険制度を円滑に運営していくため、市でも介護保険事業計画の策定を進

めています。今回は、この計画を策定するための基礎となる高齢者実態調査結果の主なものについてお知らせし

ますO

-調査の概要
じ〉調査基準日 平成10年8月1日

じ〉調査の種類と有効回答率

①高齢者一般調査 一般の高齢者4000人を無作為抽出し、保健福祉サービスの利用状況・意向や健康づくりなど

について調査し、 90.8%の有効回答率を得ました。

②要援護高齢者需要調査(在宅) 要援護高齢者として把握されている人、高齢者一般調査の結果要援護高齢者

に該当すると思われる人(再調査分)および特別養護老人ホーム入所申請者の計1580人に対し、身体の状況や

サービスの利用状況・意向などについて調査し、 73.3%の有効回答率を得ました。

③要援護高齢者需要調査(施設) 特別養護老人ホーム、老人保健施設、療養型病床群等、養護老人ホームに入

所、入院している671人に対し、身体状況、入所期間などについて調査し、 98.8%の有効回答率を得ました。

園調査結果
介護保険事業計画策定の基礎数値となる要援護高齢者需要調査(在宅・施設)の調査結果概要は次のとおりで

す。

仁〉要援護高齢者需要調査(在宅)

①日常生活動作の状況

68.8% 

歩行 少ド官民 下縦]日

88.3% 

食事 手 ~r.~ 

79.7% 

排せつ
63.4% 

入浴 ~ 摂理

17β% 

18.8% 

73.0% 16.1% 

着替え 謀長主遊説磁器密草者五主語諮議議襲五援態調品説μ窃
79.4% 

身だしなみ ?~ ・

17.4% 

意志の疎通 謀総奮額議霊!Il!護密葬寄都議;誕特設議結翠選手五

O 20 40 60 80 

②寝たきり、痴ほう、虚弱の状態が生じてからの期間

※全項目ともおおむね 7割の

高齢者が「やや時間がかかっ

0.5% ても介助なしに一人ででき

る」としています。

※何らかの介助を必要とする
10.7% 0.3% 口全面的に介助を必

中では、「入浴」、「歩行」、
要とする

「着替え」が比較的高い割
51%05%.無回答

合となっています。

100 

6月未満 ~2年 ~4年 ~1O年 無回答

※3年を超える人が29.8

%となっていますO

また、 10年以上の人

も9.7%となっていま

すO

O 20 40 

③福祉サービス等の利用状況・利用意向

ホームへjレプ
ショートステイ

デイサービス

日帰りリハビリテーション

訪問入浴

訪問看護

福祉用具利用

訪問リハビリテーション

在宅介護支援センター

[ 3 ] 11.8. 1 

O 5 

12.5% 

9.2% 

9.1% 

12.8% ョ

10 15 

22.1% 
二コ

=2=3=2=% コ

15.9% 

20 

60 

26.9% 

80 

9.7% 

10年以・上

27.2% 生当-現在利用しているまた
は1年以内に利用し
たことがある

27.8% 亡コ今後利用したい
31.4% 

30.3% 

25 30 35 

100 

※各サービスとも「今後利

用したい」と回答した比

率が現在の利用状況を大

幅に上回る結果となって

います。



。
z 
『同

耳

• 自認φ③錨gDgØ~()~号訴》ゐffimマ忽通面包
子どもたちの豊かな人間形成を図ることを目的に、広域的な心のふれあいサー

ビス事業の一環として「親子ふれあい教室」を開催します。詳しくは、お問い合

わせください。

bとき 8月28日(ガ午後 1時から29日(日)午後2時(1泊2日) [>ところ 湯
の丸高原周辺・池の平湿原 b内容 篠工芸体験・自然体験学習(池の平湿原散
策)・天体教室 じ>対象上小地区在住の小学3年生から中学生までの親子 b 
定員先着50組 じ>参加料一人3000円 b申し込み 8月13日働までに電話か
FAXで・親子ふれあい教室実行委員会事務局(上田地域広域連合内固⑫2130・

圃⑫8980)
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と
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。
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初
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j
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マ
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ろ
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長
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を

お
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だ
さ
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き
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j
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5
日

間
午
前
9
時
1
午
後
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時
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分
(
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日
4
時
ま
で
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で
)
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画
会
県
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示

-
「
峠
・
往
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の
道
し
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子
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地
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修
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。

マ
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き
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時
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マ
定
員
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i-日時 99年8目10日(火)
AM 1 O:OO"PM2:00 

1・場所常国揃幅 i 
~ ((雨天中止》

震設fJ日 λ接ん込書
VE当日口 IJI-Iノ、 1怯~~~

市税等の滞納処分による、電話加入権の公売を次のとお

り行います。通常より安く電話加入権を購入することがで

きます。ぜひご参加ください。なお滞納者が市税等を完納

した場合等、公売本数が変更になることがありますので、

あらかじめご承知おきください。

bとき 8月11日休)午前9時40分 bところ 市役所南
庁舎 5階第4・5会議室 [>問い合わせ収税課(固⑫5

1 1 7) 

記念写真コー十一
あなたを、デジカメで、撮っ

てプリントアウ卜して差し上
げます。

上
回
点
字
図
書
館
の
催
し

参
加
し
ま
せ
ん
か

上
田
点
字
図
書
館
(
固
⑫
1
9
7
5
)

-
点
字
習
得
講
習
会

マ
と
き

8
月
M
日
閃
j

9
月

お
日

ωの
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時

1

3
時

マ

定

員

初

名

マ

参

加

料

無

料

マ

申

し

込

み

8
月
お
日

側
ま
で
に
点
字
図
書
館
へ

-
点
字
体
験
学
習
参
加
者
募
集

マ
と
き

8
月
日
日
制
午
前
9
時

j
日

時

印

分

マ

対

象

小

学

3
1

6
年

生

マ

定

員

先

着

初

名

マ

参

加

料

無

料

マ

持

ち

物

筆

記

メイシステージ
.開会式(AM1 0:00"") 
・表彰式(PM1:00"")
常田新橋、上田大橋の
“橋名"命名者表彰式

・常田新橋クイズ大会
.ジャンケン大会

ギャラリーコーナー
.写真展示(橋梁工事写真)

・ビデオコーナー
(橋梁工事関連ビデオを上映)

4
J
 

一

、

轍

十
↓
に
-
コ
く

1
4
プ
す

，
圃
ツ
一

日

ポ

勺

縁吠一ふん

六

料

相

らくがきコーナー
橋の上で記念の絵を描こう
(舗装面に思い思いの絵をチョ
ークで描いていただきます)

用
具
マ
申
し
込
み
点
字
図
書
館
へ

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
促
進

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

(
固
⑫
0
6
6
6
)

環
境
業
務
課

ご
み
の
減
量
、
過
剰
包
装
の
抑
制
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
意
識
し
た
分
別
収
集

へ
の
協
力
等
を
テ

l
マ
に
、
ポ
ス
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
区
分
は
、
小
学
l
j
3
年
生

の
部
、

4
1
6
年
生
の
部
、
中
学
生
の

部
。
最
優
秀
賞
は
「
ご
み
減
量
化
推

進
全
国
大
会
」
で
表
彰
を
行
い
ま
す
。

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

切

十

比
一

りコム
ム
日
ロ
恰
一
十
一

望
-
4
1

ト

属

伽

佐

問い合わせ

都市計画課個③5127)

ドリシワコーナー
冷たい飲み物をサービス

※当駐車場は、花火大会には利用できません。
ベント終-n;島 t艮爆手お匝Eい

はかりの定期検査のお知らせ
在学者 た統書 2脇2名

い方法募マ応募期間 揚を 認、 豊

合わがそ 図る識を然白 (地 なか
商工課 (固⑫53 9 5) 

せあれ 深環境 環
取り引き・証明に使用するはかりの定

期検査を、次の日程で行います。 だまれめ、やづ

-対象区域 さ す。 に 8 {品をT環工保百 生 〈
い応月 活り

城下地区、川辺・泉田地区、神川地区

)提出書明 の そ校全高等学国 一)①受験込書申 画⑮ ・
。詳募規定 27 環境 上

(上堀自治会を除く)、神科地区、豊殿地 し日 小
をの と 5 く (鎚主手レ主護意識 に 7地

区、塩田地区、 川西地区、山口自治会

④(高校使用)他のか ②履歴 若干も る2:書土) ー
は・ 対 1域

実施日 検査会場 検査時間 お応マまのす 1会
鈴子公民館 午前 9 時30分~ 11 時20分 問募応す;高る三議

8月17日(火)
下本郷公民館 午後 1 時~3 時

8月18日(制
塩田公民館 午前9時30分~正午 試験区分 試験程度 応募資格 試験科目 摘要

所総務課市役 マ 込書 (了 保育士 否連 80 
午後 1 時~3 時8月19日休)

1試験日一般事務B 高等学校 昭和に生53ま年れ4月2日以 教養試験
8月20日闘

11辺・泉国防災センタ 午前 9 時30分~11時30分
(行政) 卒業程度 降 た人 適性試験 10月3日(日) 申込期間の T古 絡切手添円

(1)受け付け開始
配布撃の用。川辺町会館 午後 1 時~3 時

大屋公会堂 午前 9 時30分~11時30分
技術B 高等学校 昭和に生53年4月2日以 教養試験 午前8時

8月23日(月) (土木) 卒業程度 降 まれた人 専門試験 (2)試験開始
見込免許証 あ付上野がE公民館 午後 1 時~3 時 午前8時30分

川西公民館 午前 9 時30分~11時30分 次のいずれにも該 2本試験に応募
庁舎まRR証 ての8月24日(刈

相染閣 午後 1 時~3 時 当する人 できない人 月月の白
①以昭に和生50ま年れ4た月人2日

(1)日本国籍を 31 2書明写名を二
8月25日(水) 中村自治会館 午前 9 時30分~正午/午後 1 時~ 3 時 有しない人

8月26日(刻 笹井公民館 午前 9 時30分~正午/午後 1 時~ 3 時 保育土 短期大学 ②降保育土の資格を
教養試験 (2)地方公務員 日日 し記重

闘す欄善センタ
卒業程度 有する人(平成12年 専門試験 法第16条各号

UムμEヰ ω (月)マま入封ノ同ヤfr8月27日闘 午前 9 時30分~正午/午後 1 時~ 3 時
3月31日までに取 のいずれかに

まか受験申 た )8月30日(月) 上田市役所 午前9時30分~正午 得見込みの者を含 該当する人
へでら は ( 之口』8月31日(刈 計量検査室 午後 1 時~4 時 む)

3採用人数
若干名 に 修⑤

|家庭で進めよう 賢い省エネ |・問い合わせ生活環境課(固⑫51 2 0) 

8月1日は 「夏の省エネ総点検の日」 です。地球のエネルギー資源は、限リある貴重なものです。もういちど身の

[5 ] 11.8. 1 
回りを見直し、一人ひとりが無駄なくよ手に使うことを心がけましょう。



l 各ホールイベント案内
(主催者の都合により変更する場合があります)

上田市文化会館上田市工コストア(環境に優しいお届)認定屈を紹介
次の事業者が、上田市エコストアとして新たに認定されました。各事業所の

庖頭には、上田市エコストア認定屈のステッカーがはってあり、取り組み内容

が明示されていますので、市民の皆さんの利用を推奨するとともに、ご協力を

お願し、します。

なお、エコストアの募集を随時受け付けています。詳しくは、お問い合わせ

ください。 ・問い合わせ 環境業務課(固⑫o6 6 6) 
上田市工コストア認定屈 | 所在地 ( 取り組み内容

包装材簡素化 ・再生品の販売・野菜類
の単品売リ

包装材簡素化・再生品の販亮 ・マイバ
スケットの推奨

固@0760

月日 催 し 開演時間 入場 問い合わせ

8/8 
大人1000 上田

第12回上田平和音楽祭 14:00 円・小中 平和音楽祭
日

高500円 (固@0352)

8/29 上田市
第11由民踊まつり 9:30 無料 民踊連盟

日
(困⑫7188)

.材木町1-2-3

御所607-1附工ス・工ス・ブイ西友三好町届

地
域
振
興
券
の
傍
周
期
限

は
9
月
日
日
ま
で
で
す

3
月
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
上
田
市

地
域
振
興
券
は
、
7
月
却
日
現
在
で

約
加
%
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
、

約
叩
万
枚
が
未
使
用
で
す
。

使
用
期
限
ま
で
一
か
月
余
り
と
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
約
9
6
0
0

0
枚
(
約
9
6
0
0
万
円
)
が
未
使
用

で
す
。
お
早
め
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

な
お
、
特
定
事
業
者
の
か
た
が
金

融
機
関
に
持
ち
込
む
「換
金
期
限
は
、

口
月
間
日
闘
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

一
地
域
振
興
券
交
付
事
業
推
進
一

一
事
務
局
(
固
⑫
5
2
4
5
)

一

家
計
簿
調
査
の
対
象
世
帯
を

募
集
し
ま
す

情
報
推
進
課
(
固
⑮
8
2
4
1
)

常田3-298-5

総
務
庁
に
よ
る
全
国
消
費
実
態
統

計
調
査
(
家
計
簿
調
査
)
に
、

3
か

月
間
協
力
い
た
だ
け
る
世
帯
を
募
集

し
ま
す
。
協
力
世
帯
に
は
、
お
礼
と

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。マ
対
象
自
治
会
川
辺
町
、
新
田

(
三
中
付
近
)
、
笹
井
・
岩
門
、
東
前

山
マ
応
募
締
め
切
り

8
月
日
日

側
マ
調
査
内
容
日
々
の
収
入
・

支
出
を
家
計
簿
に
記
入
い
た
だ
き
、

耐
久
消
費
財
等
の
保
有
状
況
を
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

附工ス・工ス・ブイ西友よ田東屈

ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
田
(固⑧
2
6
2
6
)
8
月
の
休
館
日
は
8
月
お
日
闘
の
1
日
だ
け
と
し
ま
す
。

お
盆
は
、
通
常
ど
お
り
営
業
し
ま
す
の
で
ご
利
用
を
!

お知らせ児
童
扶
養
手
当
等
の

請
求
お
よ
び
現
況
届

福
祉
課
(
固
@
5
1
3
0
)

-
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
日
歳
未
満
(
本
年
度
中

に
凶
歳
に
な
る
児
童
を
含
む
。
心
身

に
障
害
が
あ
る
場
合
は
却
歳
未
満
)

の
児
童
が
、
父
と
生
計
を
共
に
し
て

い
な
い
場
合
ま
た
は
父
が
重
度
の
障

害
者
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
児
童
を

監
護
す
る
母
ま
た
は
養
育
者
(
所
得

制
限
あ
り
)
マ
手
当
の
支
給
①

支
給
月
額
(
全
部
支
給
の
場
合
)

児
童
1
人
4
2
3
7
0
円
・
児
童
2

人
4
7
3
7
0
円
・
児
童
3
人
以
降

1
人
に
つ
き
3
0
0
0
円
加
算

②

支
給
月
額
(
一
部
支
給
の
場
合
)
児

童
1
人
2
8
3
5
0
円

・
児
童
2
人

3
3
3
5
0
円
・
児
童
3
人
以
降
1

人
に
つ
き
3
0
0
0
円

加

算

③

支

給
月

4
・
8
・
U
月
(
受
給
資
格

に
該
当
し
て
か
ら

5
年
間
経
過
す
る

と
、
請
求
す
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
)

・
特
別
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
精
神
ま
た
は
身
体
に
障

害
が
あ
る
却
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

養
育
す
る
父
母
か
養
育
者
(
所
得
制

限
あ
り
)
マ
手
当
の
支
給

①
支
給

月

額

障

害
者
1
人
に
つ
き
1
級
5

1
5
5
0
円
・

2
級

3
4
3
3
0
円

②
支
給
月

4
・
8
・
1
月

-
現
況
の
届
出

受
給
者
は
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
住
所

地
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
手
当
を
受
け
て
い
る

か
た
は
、
日
年
度
「
現
況
届
」
を
8

月
白
日

ωま
で
に
福
祉
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い
場
合
は
、

8
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

市
制
施
行

ω周
年
記
念

上
田
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
が
誕
生

企
画
課
(
固
⑮
5
1
1
2
)

市
制
施
行
紛
周
年
を
記
念
し
て
、

市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

2
曲
が
決
定

し
ま
し
た
。
だ
れ
で
も
気
軽
に
口
ず

さ
む
こ
と
の
で
き
る
歌
を
と
、
別
周

年
記
念
事
業
推
進
懇
談
会
や
、
実
行

委
員
会
で
審
議
を
か
さ
ね
、
当
市
出

身
の
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
元

F
Oの
メ
ン
バ
ー
、
赤
塩
正
樹
さ
ん

の
協
力
で
制
作
し
ま
し
た
。

l
曲
目
は
「
こ
こ
に
お
い
で
よ
」。

並
河
祥
太
作
詞
、
赤
塩
正
樹
作
曲
に

よ
る
パ
ワ

l
バ
ラ
ー
ド
曲
で
、
歌
は

こ
れ
を
機
に
再
結
成
さ
れ
た
目
。

(
赤
塩
、
中
沢
堅
司
)
が
担
当
し
ま

す。

2
曲
目
は
赤
塩
正
樹
作
詞
作
曲
に

よ
る
歌
謡
曲
調
の
「
瑠
璃
色
の
街
」
、

歌
は
真
田
町
出
身
の
プ

ロ
歌
手
、
諏

訪
ひ
ろ
み
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

こ
の
2
曲
は
先
月
白
日
の
上
田
わ
っ

し
ょ
い
の
な
か
で
正
式
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
今
月

m日
に
は
C
D
と
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
を
販
売
す
る
予
定
。
と
て

も
親
し
み
ゃ
す
い
曲
な
の
で
、
み
な

さ
ん
も
ぜ
ひ
歌
っ
て
く
だ
さ
い
。

9
月
か
ら

上
回
駅
温
泉
ロ
駐
輪
場
オ
l
フ
ン

上
田
駅
お
城
口
駐
輪
場
事
務
所
(
固
⑮
2
7
4
2
)

-
位
置
温
泉
口
広
場
西
側

-
利
用
方
法

(
お
城
口
駐
輪
場
と
同

様
)マ
駐
輪
対
象
自
転
車
・
原
動
機

付
き
自
転
車
マ
利
用
時
間

M
時

間
(
入
場
・
出
場
は
、
午
前
6
時
1

午
後
日
時
)
マ
申
し
込
み
上
田
駅

お
城
口
駐
輪
場
事
務
所
へ
申
請
を
。

-使用料金

使用料 車付
区分 自転車 原動機

一般 学生き自転

一時使用24時間まで 100円 50円 150円

1か月 1500円 1000円 2000円

定期使用 6か月 8100円 5400円 10800円

1年 15000円 10000円 20000円

[6 ] 11.8. 1 

「お主」を募臭します!
10月3日(日)に 「開運!なんでも鑑定団」の出張鑑定(公開録画)が市民体育館で開催される予定です。
出張鑑定に出品するお宝を募集します。なお、必ずしも採用されるとは限りませんのでご承知を。
応募用紙は商工課にあります(9月17日必着)。圃問い合わせ商工課市街地商業活性化担当(固⑫5396)



市税等の納付は口座振替をご利用ください
通帳(口座番号等のわかるもの)と届け出印をお持ちになり、市

内金融機関または市役所収税課でお申し込みいただければ、翌月か

ら口座振替になります。手続きは簡単ですのでぜひご利用ください。

なあ¥すでに利用されているかたは、納期限の前日までに残高の

確認をお願いします。また、相続等により土地、家屋の所有者が変

わった時は、口座振替ができなくなりますので、改めて手続きをお

願いします。

・問い合わせ

ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

上
田
駅
温
泉
ロ
周
辺
の

街
路
整
備
事
業
に
特
別
賞

都
市
計
画
課
(
固
@
5
1
2
7
)

市
で
は
潤
い
の
あ
る
個
性
的
な
ま

ち
守
つ
く
り
推
進
の
た
め
、
街
路
網
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、

第
日
回
全
国
街
路
事
業
コ
ン
ク
ー
ル

(
全
国
街
路
事
業
促
進
協
議
会
主
催
)

に
お
い
て
、
平
成

3
1
m年
度
に
進

め
て
き
た
上
田
駅
温
泉
口
周
辺
の
街

路
整
備
事
業
が
、
特
別
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
対
象
事
業
は
、
た
ば
こ
産

業
か
ら
温
泉
口
ま
で
の
道
路
拡
幅
、

別
所
線
の
高
架
化
、
駅
前
広
場
の
新

設
。
高
架
化
に
よ
り
駅
周
辺
の
円
滑

な
交
通
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
や
、
駅

前
広
場
が
機
能
的
で
デ
ザ
イ
ン
的
に
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関

森
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6
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届
け
出
分
・
敬
称
略
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治
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河
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長
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島
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均

一

丸

山

勝

也
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入

優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
市
の
顔
守
つ
く

り
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業
と
し
て
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

8
月
は
『
道
路
を
守
る
月
間
」

8
月
叩
日
は
『
道
の
日
』

管
理
課
(
固
⑮
5
1
2
5

市
で
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
安
全
施

一

設
、
危
険
箇
所
の
点
検
・
整
備
等
、

一

道
路
環
境
整
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
道
路
に
「
空
き

缶
、
吸
い
殻
な
ど
の
ご
み
を
捨
て
な

い
」
「
広
告
看
板
、
商
品
、
自
転
車

な
ど
を
置
か
な
い
」
な
ど
、
道
路
を

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
利
用

す
る
た
め
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

日
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院林幸原御伊御神生新緑緑川上諏五上久丸伊
之語 勢 一 主主辺塩訪常保堀勢
内郷町町所山所畑塚田北西町尻形加田林町山

す
。
ま
た
、
道
路
に
穴
が
あ
い
て
い

る
等
、
不
都
合
が
あ
り
ま
し
た
ら
管

理
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

議員
客と

ョ益
三夫
手i
b益

企
画
課
(
固
⑮
5
1
1
2
)

知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
l
タ
1
は
地
域
の
人
び
と
と
の
身

8 日22日〈日)I~、メディアランドueOAヘ!
市制施行80周年記念事業のテーマは、 「新世紀への粋」です。このテーマにより、世代問、
地域問、そして未来への紳を深める 3種の事業がタイアップして開催されます。当日は、上田

交通別所線「大学前駅」および市役所前からシャトルパスがでますのでご利用を。

・明日へのメッセージ「地球発、未来ゆきJ(入場無料)
郵便によるタイムカプセル事業:あなたの未来へのメッセージを2004年に届けます。

あなたのメッセージを、指定した相手に 5年後に届けます。ご両親や子ども、祖父母や孫、

友人、恋人、ご自身にも。5年後を想いながら、メッセージをしたためてみませんか。

じ〉応募期間 8月22日(日)'"'-'12月31日(鎖(消印有効) 1>応募方法 所定の用紙か官製往復は

がきに、メッセージ、送付相手の住所・氏名を記入後、事務局へ(22日は会場にはがきを用意)
きずな

市民シンポジウム「新世紀への願いJ-紳を大切にする社会
1>時間午後 l時30分'"'-'3時30分 じ〉内容講演「民話発、過去から未来へのメッセージ」
(講師:塩入秀敏さん)、ノfネルディスカッション 「わが世代からのメッセージ」

※「地球発、未来ゆき」実行委員会事務局(人権同和対策課内 田⑧53 9 3) 
・地域映像デジタルアーカイプシンポジウム(入場無料)

地域に残る写真や記録フィルムなどの映像情報を、「地域文化」としてとらえ、最新のデジ

タル技術によって保存・再生を行う「地域映像デジタルアーカイブ」事業の成果を紹介します。

1>時間午後 l時'"'-'3時30分 じ〉内容講演「未来の地球へのメッセージJ(講師:東海大
学教授・坂田俊文さん〉 ・上回の地域映像デジタルアーカイブ事業の成果発表(昭和初期の

「上田飛行場」の記録フィルム外、過去のニュース映画、記録映画、貴重な写真等を紹介)

※上田地域映像デジタルアーカイブシンポジウム実行委員会事務局(固⑩10 0 0) 

・第2団地球市民文化祭(入場無料)
じ>内容 各種市民団体等(上田地域で活動)の活動紹介・市民交流、各種ステージイベント

※地球市民文化祭実行委員会 G制上田青年会議所固⑫50 7 4) 

88 79 68 90 77 60 63 87 77 95 91 78 87 78 80 89 98 59 89 74 

近
な
情
報
活
動
を
通
じ
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
励
ん
で
い
ま
す
。

任
期
は

3
年。

5
月
初
日
に
委
嘱

さ
れ
た

2
名
を
含
め
、
上
田
市
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

l
タ
l
は
次
の

7
名
で
す
。

石
井
元
子
さ
ん
、
一
之
瀬
瞳
子
さ

ん
、
神
固
ま
さ
み
さ
ん
、
久
保
田
京

子
さ
ん
、
{
呂
島
江
以
子
さ
ん
、
元
木

幸
子
さ
ん
、
山
口
春
香
さ
ん
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旧
第
一
申
学
校
解
体
工
事
に
ご
協
力
を

旧
第
一
中
学
校
の
解
体
工
事
が
、
現
在
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
中
は
、
工
事
車
両
の
運
行
等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
工
事
期
間

7
月
下
旬

5
9月
初
日
(
日
曜
日
・
お
盆
は
休
み
)
マ
工
事
時
間
午
前
8
時
j
午
後
6
時
初
分
マ
問
い
合
わ
せ
庶
務
課
(
固
⑧
6
7
7
2
)
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医療機関名(自治会名) 電話 医療機関名(自治会名) 電話

葦沢内科医院(下吉田)35・3330城南医院(御所) 22-3481 

荒井医院(下紺屋町)22-0474 杉山クリニック(新田)26・8200

飯島医院(築地) 22-5011 諏訪形クリニック(諏訪形)25・5556

池田クリニック(川辺町)22-5041 豊田医院(下紺屋町)22-1158 

い内科クリニック(野竹)21-3737 日新堂医院(馬場町)22-0558 

上回生協診療所(上塩尻)23-0199 橋本医院(舞田) 38幽2033

上田原クリニック(川辺町)26幽3511半日循環器科内科医院(中之条)28-0888 

川西生協診療所(仁古田)31-1411 堀こどもクリニック(中之条)23-5566 

川西病院(保野) 38・2811三原内科医院(中之条)27-6500 

かんがわクリニック(久保林)34-5151 宮坂内科小児科医院(下常田)22・0759

小井土内科医院(下川原柳町)27-6666 宮下内科小児科医院(上堀)22剛1233

甲田内科小児科診療所(石神)38-3065 村上医院(末広町) 22-3740 

こさとクリニック(染屋)28-4111 室賀診療所(上室賀)31-1070 

小松内科借環器科医院(上川原柳町)27・2200柳沢病院(北大手) 22・0109

斉藤外科医院(下青木)35-0887 山極内科医院(分去)38-7388 

ささき小児科医院(城北)27-7700 山越医院(国分) 26・5800

佐藤医院(五加) 38-2543 山田内科医院(下之郷)26-8181 

佐藤胃腸科内科医院(鷹匠町)22-2342 吉田こども医院(踏入)24-1222 

塩田病院(中野) 38-2221 和方内科(塩田新町)38-2540 

-お酒をやめられないかたぜひどうぞ
百薬の長と呼ばれるお酒も飲み方をあやまれば「ア

-
7

・
新

E
上
田
市
(
一
T
3
8
6
8
6
0
1
長
野
県
上

し、場合は医療機関にあるものを使用してください。

③予診票をお持ちのかたは、体温以外はあらかじめ記

入してお持ちください。体温は接種の直前に測ります。

じ〉テレホンガイドうえだ関連情報固⑫8888コード

NO.504 

・三種混合予防接種委託医療機関一覧表(50音順)

ルコール依存症」になります。

アルコール依存症は、くせや習慣ではなく病気です。

思い当たるかたがありましたら一度医療を受けること

が必要です。

またアルコール依存症のかたが集まり飲酒体験を語

り、 1日1日断酒を続けている会があります。

お酒をやめられないかた、ぜひおでかけください0

・断酒会日程表

田
市
大
手
1
|
什
|
叩
)

団体名 会場・時間 参加者

上田市勤労者福祉センタ 本人
断酒会 毎週木曜日

家族午後 7 時~g 時

上田市勤労者福祉センタ 本人
東信新生断酒会 毎週火曜日

家族午後 7 時~g 時

よ田市福祉会館

A.A 毎月第 1土曜日と毎週水曜日 本人のみ

午後 7 時~g 時

上田市福祉会館
アラノン 毎週月曜日 家族のみ

午後 7 時30分~g 時

一
時
一
・
秘
書
課
(
固
@
4
1
0
0

思
5
1
1
1
)

-精神家族会にお出かけを
ストレスの多い現代社会では、心の病気になるかた

が増えていますO 心の病気になるのは、特別な人だけ

ではありません。だれでもなりうるのです。

心の病気になると、家族は病気のことを隠したり、

どう対応してよいのか迷い、たいへん悩みます。

「上小地域精神家族会」は、心の病気にかかってい

る人の家族が集まり、話し合いをしたり、勉強や講演

会を開いたりして支え合っています。同じ悩みを持つ

家族のかたは、 一人で悩まず、ぜひお出かけください。

bとき 毎月第 1 水曜日午後 1 時30分~4 時 bと

ころ 上田市福祉会館 [>問い合わせ上小地域精神

家族会事務局・山びこの家(固⑫90 5 6) 

-三種混合予防接種(個別接種)
・対象者

① 
平成10年10月 1日~平成11年3月31日生まれ
のお子さん

1期初回
平成10年9月30日以前の生まれで未接種のお

② 
子さん(ただし、 7歳6か月未満)

平成8年7月 1日~平成9年4月30日生まれ
① で第 1期初回終了後12か月以上経過している

1期追加
お子さん

平成8年6月30日以円リの生まれで第 1期初回
② 終了後12か月以上経過しているお子さん(た
だし、 7歳6か月未満)

※ 1期初回の①の対象者と、 1 期追加の①・②で平成10年 1 月 ~3 月の間
に1期初回を終了しているかたには通知と予診票を送付してあります。

-お年寄りの「痴ほう」についての相談会
ご家庭で痴ほう性老人の介護の方法等に悩んでいる

かた、お気軽にご相談くださ~ io 

bとき 8 月 25 日(水)午後 l 時30分~4 時30分じ〉人

数 3名まで じ〉相談担当 もの忘れ看護相談室「せ

せらぎ」代表・堀内静子さん [>問い合わせ 中央デ

イサービスセンター(固⑫4126) [>テレホンガ
イドうえだ関連情報 固⑫8888コード、NO.41 3・

414 

11.8.1 

3~4 週間の間隔で 3 回接種

初回の 3 回目接種後、約 12 か月 ~18 か月の聞に
1回接種

じ〉実施期間 7 月 1 日(桐~9 月 30 日嗣(ただし、お

盆の期間は除く) じ>実施場所別表、委託医療機関

一覧表のとおり O じ>持ち物母子健康手帳、通知・

予診票(上記の対象者で通知の出ないかたもいますO

通知や予診票がなくても 7歳半未満であれば接種可能

です)、体温計 b注意事項 ①事前に医療機関に電
話予約をしてからお出かけください。 ②予診票がな

刷
-
・
田
辺
印
刷
附

印
圃
(
上
田
市
問
屋
町
2
3
7
5
固
@
1
4
9
2
)


